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Ⅰ．開会    

    

Ⅱ．会長あいさつ    

    

Ⅲ．報告事項                                 

1．物故会員 p 1   

2．2019-2020 年度役員選挙について p 1   

 3．その他 p 1   

    

Ⅳ．議案    

1 号議案：平成 30 年度事業報告及びこれに伴う収支決算書 p 2   

2 号議案：2019 年度事業計画及び予算書 p20   

3 号議案：監事の選任 p23   

    

Ⅴ．閉会    
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選挙人256名（1792票）中，232通（1620票）が有効で，172票が無効でした．

役員（幹事）候補者34名の得票数は以下のとおりです．（得票順・あいうえお順・敬称略）

1～30位の30名

伊藤 仁 78 及川 洋恵 56 加戸 伸明 49 小山 芳徳 46

阿部 英二 66 小松 京子 55 小林 幸弘 49 原田 仁稔 45

南部 雅美 62 田路 英作 55 藤岡 学 49 河原 明彦 42

丸田 淳子 61 三宅 真司 55 遠藤 浩之 48 藤井 和晃 38

横山 俊朗 61 安達 博成 54 澁木 康雄 48 木下 勇一 31

羽原 利幸 59 石井 保吉 51 仲村 武 48 河村 憲一 28

三浦 弘守 59 片山 博徳 51 阿部 仁 47

棚田 諭 58 古田 則行 50 平田 哲士 47

31～34位の4名

今枝 義博 27 大久保 文彦 22 秀島 克巳 18 深澤 政勝 7

Ⅰ．開会 

Ⅱ．会長あいさつ 

Ⅲ．報告事項 

1．物故会委員 

会員区分  JSC番号   お名前      逝去日 

功労会員   0776 上野 喜三郎 様 2018/07/02 

正会員     3016 宮川 潤 様   2019/04/23 

準会員    4603 野本 清明 様  2018/01/20 

          5657 井上 陽一 様  2018/03/03 

          3584 吉永 匡代 様  2018/03 

          5029 前田 新一 様  2018/04/12 

          9130 竹田 佳織 様  2018/11/06 

          1191 稲本 和男 様  2018/11/13 

          3456 吉岡 均 様    2018/11/25 

          4142 遠藤 三佳 様  2019/03/28 

2．2019-2020年度細胞検査士会役員選挙 

1）幹事選挙 2018年11月3日（土）開票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）会長・副会長選挙 2018年12月20日（木） 

 会長：伊藤 仁，副会長：阿部 仁，小松 京子 

 いずれも，無投票当選，異議申し立ては無かった． 

 

3．その他 
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Ⅴ．議案 

第 1 号議案：細胞検査士会平成 30 年度事業報告及びこれに伴う収支決算書 

 

2019 年 4 月 

 

 

 

細胞検査士会 

平成30年度事業報告及びこれに伴う収支決算書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本臨床細胞学会 

細 胞 検 査 士 会 会 長  伊 藤  仁 

  



公益社団法人 日本臨床細胞学会 細胞検査士会             3 

【2018 年度（平成 30 年度）事業報告】 

1．会長 伊藤 仁 

 最初に，長年，細胞検査士会の役員を歴任し，本年度も監事をお努めいただいていた上野喜三郎氏

が 2018 年 7 月 2 日，任期途中でご逝去された．当会としては誠に痛恨の極みであり，心からご冥

福をお祈り申し上げる．また，上野監事亡きあと，お一人で監事の職責を担い，業務を遂行いただい

ている片岡秀夫監事に厚く感謝申し上げる次第である． 

 本年度は，2019～2020 年度の細胞検査士会役員選挙および日本臨床細胞学会理事選挙が行われ

た．また，2018 年 4 月の理事会において，2020 年の日本臨床細胞学会秋期大会を初めて細胞検査

士（伊藤仁）が主催することが決定した． 

1）細胞検査士会役員選挙 

 平成 30 年 8 月，才藤純一氏を委員長とする選挙管理委員会が設置され，平成 31 年度～32 年

度の細胞検査士会役員選挙が行われた．幹事選挙は平成 30 年 11 月 3 日，本臨床細胞学会事務所

地下 2 階会議室において開票が行われ，立候補者 34 名のうち，30 名が選出された．引き続き会

長，副会長選挙が行われ，会長立候補者は伊藤仁 1 名，副会長立候補者は阿部仁氏，小松京子氏の

2 名で無投票当選となった． 

 前回の役員選挙同様，各都道府県細胞検査士会のご協力により，役員選挙が滞りなく行われた．

多忙な中，大変な実務作業を行った才藤純一委員長をはじめとする選挙管理委員会および各都道府

県細胞検査士会の皆様方のご協力に心より御礼を申し上げる． 

2）日本臨床細胞学会評議員選出および理事選挙 

 細胞検査士会役員選挙とほぼ並行して，平成31年度～32年度の日本臨床細胞学会評議員選出，

理事選挙が行われた．評議員は業績順に 445 名（正会員の 8％以内）が選出され，そのうち細胞

検査士は 96 名であった．引き続き行われた全国区理事選挙および地方区理事選挙が行われ，34

名の理事が選出された．その中で細胞検査士は，前回同様全国区で当選した伊藤仁，小松京子氏，

石井保吉氏の 3 名であった．全国区，地方区合わせて 34 名選出された中で，わずかに 3 名であ

り，学会運営の側面からはまだまだ少なく，今後さらに細胞検査士会が一丸となり，理事を輩出す

ることが重要である． 

3）日本臨床細胞学会の事業 

 2013 年第 66 回より，日本臨床細胞学会細胞検査士ワークショップの実施委員長を細胞検査士

が務めるようになり，本年度も小松京子実施委員長が東京で第 76 回ワークショップを，小川勝成

実施委員長が広島で第 77 回細胞検査士ワークショップを開催した．細胞検査士教育セミナーおよ

び細胞検査士養成講習会（2 週間コース）は 2007 年から細胞検査士が実施委員長を務めており，

今年も第 75 回セミナーを加藤拓実施委員長および第 76 回セミナーを阿部英二実施委員長が担

当し開催された．また，本年度で第 127 回となった細胞検査士養成講習会は昨年同様私が実施委

員長を担当した．現在，すべての事業が順調に企画・運営され，盛会となっており，実績を確実に

積み重ねつつある．特に関東の教育セミナーは，一昨年からパシフィコ横浜メインホールを毎年ほ

ぼ同一時期に借りるよう交渉したことにより，安定した開催が可能となっている．昨年は参加費が

9000 円に値上げされたにもかかわらず，募集人数（約 1000 人）を大幅に上回る約 1500 名あ

まりの参加希望があったため，パシフィコ横浜と交渉の上，急遽，500 名のサテライト会場を設置

し対応した．また，細胞検査士養成講習会（2 週間コース）の申し込みは昨年度よりは少なかった

が，定員 40 名の募集を上回る 60 名の申し込みがあり，堅調である．細胞検査士資格試験も総じ
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て近年増加傾向にあり，今後，なんらかの対策を講ずる必要性が生じるかもしれない． 

4）公益活動 

 細胞検査士会が全国の各都道府県細胞検査士会の協力を得て推進している Love49 による子宮

頸がん検診の啓発事業に関して，本年度も 47 都道府県すべてが参加した啓 

発活動が行われた．本活動に関しては，子宮頸がんを考える市民の会より，街頭活動の配布資料で

あるニュースレターの作製費等について，経済的に厳しい状況が続いており，来年度の作製に関し

ては不透明であるとの連絡を受けている．今後の活動については，日本臨床細胞学会と相談しなが

ら，予算を含めた活動の見直し等を現在検討中である． 

5）委員会活動 

 委員会活動については，各委員長による詳細な報告があるので参照されたい． 

6）その他 

 日本臨床細胞学会の会員数は 2019 年 3 月 5 日現在，正会員 5,645 名（医師正会員 4,526

名，技師正会員 1,119 名），細胞検査士会員 7,739 名（正会員 1,113 名，準会員 6,616 名，功

労会員 10 名）である．細胞検査士正会員割合は，細胞検査士全体のわずか 14%であり，横ばい

状態が続いている．日本臨床細胞学会が公益社団法人化され，学会内では医師会員も技師会員も同

等である，とされているにもかかわらず，細胞検査士の大部分は準会員を選択しているのが現状で

ある．細胞検査士が誕生してから 50 年以上が経過している．言うまでもなく細胞検査士資格は日

本臨床細胞学会が認定している資格であるが，多くの先人の細胞検査士の努力によって，ここまで

高められてきたものであり，その資格や認定にもっと細胞検査士が深く関与する必要があると考え

る．私たち細胞検査士は，日本臨床細胞学会を学ぶ場，発表する場，とするだけではなく，自分た

ちの資格は自分たちで創ることができるように日本臨床細胞学会の運営に積極的に関与していく

必要がある．そのための第一歩が正会員であり，まずは正会員増加への取り組みが重要である． 

2．総務委員会 

委員会業務分担要綱に基づき，当会の円滑な運営に努めた 

1）事業計画・予算書の作成と管理 

「2019 年度事業計画及びこれに伴う予算書」案作成と役員会みなし決議（2019 年 3 月） 

2）事業報告・決算書の作成と管理 

「2017 年度（平成 29 年度）事業報告及びこれに伴う収支決算書」案作成と 

第 1 回役員会議案（2018 年 6 月）決議 

3）総会，役員会，委員長会議の議案書作成と管理 

定時総会（2018 年 6 月），第 1 回役員会（2018 年 6 月）， 

第 2 回役員会（2018 年 11 月），委員長会議（2019 年 1 月）の議案書作成と配信 

4）各委員会間の情報伝達と業務調整 

5）その他，他の委員会などが所掌せず，役員会が必要と認めた事項 

3．経理委員会 

１）2019 年度予算案作成 

２）平成 30 年度会計報告書の作成 

① 各委員会の事業報告，収支報告書，証拠処理（領収書等）の確認 

② 監事による会計および業務監査会の実施 

③ 会計に関する資料および事業報告書，監査報告書を会長，学会事務局へ報告 



公益社団法人 日本臨床細胞学会 細胞検査士会             5 

３）各委員会会計実施の状況 

① 立て替え金を実施した委員会 

本部会計，経理委員会，編集委員会，庶務委員会，規約委員会，渉外委員会， 

都道府県代表者委員会，あり方委員会，がん検診委員会 

② 仮払金請求を実施した委員会 

本部会計，庶務委員会，経理委員会，精度保証委員会，学術委員会，国際委員会 

③ 学会から直接経費（請求金）を支払った委員会 

本部会計，編集委員会，経理委員会，がん検診委員会，渉外委員会，情報委員会， 

あり方員会，精度保証委員会，学術委員会，50 周年記念事業委員会 

4．庶務委員会 

1）庶務委員会の業務に沿った活動 

① 総会，役員会,委員長会議等の開催・運営 ② 役員会・各種会議の議事録作成・保管 

③ 公印の使用及び管理 ④ 資料の保管 ⑤ 慶弔 ⑥ 講師等委嘱状の発行 

5．規約委員会 

１）規則類の変更 

「総会運営に関する細則」「役員選任に関する細則」「役員会運営に関する細則」「委員会に関する細

則」「委員長会議に関する運用細則」「委員長業務分担要綱」「電子的通信手段の利用に関する細則」

会計に関する細則」「慶弔に関する細則」「議事録作成要綱」「2019 年⁻2020 年度役員選挙実施要

綱」「都道府県細胞検査士会との連携に関する細則」 

２）会議の開催 3）規則類の原本及びその改正書類の管理 

6．渉外委員会 

1）子宮の日の活動：2017 Love49 プロジェクト 

 47 都道府県（100.0％）が参加．細胞検査士会からポケットティッシュ 6 万個 

2）平成 29 年度細胞検査士会公益広報活動調査（啓発・社会活動と育成・養成活動） 

 【啓発・社会】と【育成・養成】（調査期間：8 月から 10 月）（回答率 94％；44 都道府県） 

 ①2017 Love49 キャンペーン実施都道府県数：47 都道府県（100.0％） 

 総イベント数：89 イベント，参加者数：延べ 1,756 名（細胞検査士 1,131 名，臨床検査技 

 師 286 名，医師 32 名，その他 307 名） 

 ②育成・養成活動の報告 

   開催数：155（複数開催した都道府県あり），参加者数：延べ 2,894 名（細胞検査士 1,333 

   名，臨床検査技師 1,344 名，医師 134 名，その他 83 名） 

 ③子宮頸がん検診推進活動支援金のアンケート（抜粋） 

 細胞学会に平成 30 年度分の子宮頸がん検診推進活動費を申請したか否か 

 申請した：36 都道府県，申請しなかった：2 都道府県，回答無し：6 都道府県 

4）LOVE49 活動についてのアンケート調査 

平成 30 年 4 月に「LOVE49 活動についてのアンケート」調査を行い，第 1 回細胞検査士会役

員会および都道府県代表者会議において調査内容を報告した． 

5）第 5 回子宮の日全国アクション 2018 報告会 

第 59 回日本臨床細胞学会総会（北海道：2018 年 6 月 2 日（土）8：30～10：00）において

2018 LOVE49 報告会を実施し，細胞検査士と専門医から 5 演題を報告 
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座長：藤井和晃，河原明彦 

演者：吉田志緒子（渉外委員会），今枝義博（がん検診委員会），加藤 修（北海道）， 

   鈴木君義（埼玉県）小泉基生先生（EVE ウィミンズクリニック）  

6）第 59 回日本臨床細胞学会総会および第 57 回日本臨床細胞学会秋期大会（6 月，11 月）に 

  て，がん検診委員会と共同で LOVE49 キャンペーンのパネル展示 

7）第 14 回がん患者大集会の会場協力（2018.11.25）） 

メインテーマ：「今，患者力に求められるもの」 

メイン会場（東京都）：東京医科歯科大学 M&D タワー 鈴木章夫記念講堂 

協 力：三宅真司，阿部仁，渋木康雄，町田知久，牧野諒央，軽部晃平 

渡具知克，藤田大貴，金室俊子，近藤 円，吉田志緒子（計 11 名） 

8）2019 Love49 プロジェクトの準備（2018.12-2019.3） 

① 2019 Love49 キャンペーンの趣意書原案作成 

② 2019 年 4 月 9 日前後に，子宮頸がん検診啓発活動準備 

③ 2019 Love49 は 47 都道府県から参加希望があった 

8）第 6 回 2019 LOVE49 報告会の準備 

  第 60 回日本臨床細胞学会総会（東京）において，2019LOVE49 報告会の準備を行い，例年 

  と同じような報告会が出来るようになりました．多数の方々のご参加をお待ちしております． 

9）平成 30 年度渉外委員会事業の総括 

 今年度の渉外委員会の活動は，昨年度に引き続き Love49 キャンペーンの準備協力，学会時の

Love49 報告会，パネル展示やがん患者大集会などへの参加協力を行い，安定して事業を行え

た．今回はじめて，子宮頸がん検診の啓発事業である LOVE49 活動についてのアンケート調査

を行った結果，「LOVE49 活動」の必要性・継続性の問いに関して，「大いに感じる」あるいは

「ある程度必要と感じる」と多くの都道府県が回答し，本公益事業の重要性・必要性が再認識さ

れた．一方，2019 Love49 キャンペーンおよびこれからの啓発活動に関して，今後も長く活動

していくには，細胞検査士会が中心となった啓発活動に変更し，多くの企業との連携を積極的に

行うことも考慮する必要があると感じた．渉外委員会は，全国の細胞検査士が有意義な公益活動

を行えるような仕組みを作っていきたいと考える． 

7．編集委員会 

 細胞検査士会会報 Vol.63，Vol.64 号を発行した． 

会報発行予定月が計画どおりに進まないことが反省点である．この理由としては，原稿締め切り日

までに原稿が集まらない事や編集作業に時間を要することなどである．来期以降は，発行予定月を

守っていく目的で，会報発行の準備開始時期を例年より早め，時間的余裕をもって会報の発行に取

り組んでいきたい．また，編集委員会内で記事の内容について会議を開いた結果，『会員が興味のあ

る記事』，『勉強になる記事』，『専門医の執筆』を今後のテーマとして，会報の作成を行っていくこ

とで一致した． 

8．学術委員会 

1）報告事項 

① 第 59 回日本臨床細胞学会総会（6 月 1 日～3 日） 

 ・細胞検査士会要望教育シンポジウム 

 ・細胞検査士会 Young committee ワークショップ 
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   （Papanicolaou 染色の標準化に向けて）・ポスターセッション「わからん会」 

② 細胞検査士教育セミナー（8 月 25～26，9 月 8～9 日） 

・スライドカンファレンスを渉外保証委員会と共同で企画実行 

③ 第 57 回日本臨床細胞学会秋季大会（11 月 17～18 日） 

   ・細胞検査士会要望教育シンポジウム「胃粘膜下腫瘍の on-site の実際」 

④ 細胞検査士会ワークショップ第 1 回，2 回 

   平成 31 年 2 月 9 日(土) ，10 日（日） 帝京大学 

      テーマ：「子宮頸部腺系病変の臨床，病理，細胞診と 

                             各種液状処理標本(Liquid-based preparation)の細胞診」 

9．国際委員会 

第 10 回日・台・韓細胞検査士合同セミナーについて 

期日：平成 31 年 3 月 24 日，開催地：韓国 仁川，会場：Songdo Convensia, Incheon  

1）概要 

セミナーの前日の 23 日，江華島半日ツアー，夜はウェルカム・パーティ 

24 日は第 10 回日・台・韓細胞検査士合同セミナー，3 国代表者会議を昼食時間を利用してラン

チョンミーティング形式で実施．セミナーの後は懇親会，それをもって第 10 回日・台・韓細胞検

査士合同セミナーは盛会裏に終了した． 

2）半日観光ツアー 

日本 20 名，台湾 10 名が参加し，韓国を加えて約 40 名で観光した．貸し切りバスにて，北朝鮮

との国境である江華島へ行った．江華島には展望台があり，北朝鮮の様子を望遠鏡にて見ることが

でき，貴重な体験であった． 

3）ウェルカム・パーティ「Hanyang」 

焼き肉レストラン「Hanyang」．酌を交わしながら 3 国の懇親を深めた． 

4）第 10 回日・台・韓細胞検査士合同セミナー「ORAKAI Songdo Convensia」 

開会 9：00，閉会 16：30，参加者は日本より 28 名，台湾より 10 名，総参加者は 240 名．  

3 国の細胞検査士会会長の挨拶，伊藤会長代理は国際委員会委員長南部が努めた． 

演題数は特別講演および一般講演を含め 15 題．特別講演は細胞診の歴史について，小林忠男氏

「Changing Face of Clinical Cytology; a wise man learns from history?」 

5）3 国代表者会議 

3 国代表者会議はセミナーの昼食時間を利用してランチョンミーティング形式にて行われた．日本

は阿部仁，国際委員会委員長南部，および加戸伸明，台湾は Ko Jen-Sheng，Lee Yi-Ju，韓国

は，Soo-il Jee，Hwa-Jeong Ha，No Won Park で構成され，次期の第 11 回日・台・韓細胞

検査士合同セミナーについて審議した．次期開催国は台湾で，開催日は 2020 年 3 月 14 日に決

定した．また，2020 年の日本臨床細胞学会秋期大会にて国際セッションを計画しているため，積

極的な参加を呼び掛けた．また，2021 年 3 月に第 12 回日・台・韓細胞検査士合同セミナーを開

催する予定であったが，日本臨床細胞学会秋期大会から，わずか 3 か月であるため，2021 年 3

月は行わず，2022 年の 3 月に韓国で行うことに決定した． 

6）懇親会 

セミナー会場 ORAKAI Songdo Convensia にて，3 国の参加者が共に酌を交わし合い，国境を越

えて懇親を深めた． 
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7）総括 

参加者総数は過去最大規模の 240 名．年々，日・台・韓細胞検査士合同セミナーは充実してきて

おり，発表内容および英語力に進歩が見られた． 

8．情報委員会 

 [報告事項]平成 30 年度 4 - 10 月 における HP 更新情報 

1）新着情報 

4 月 

・平成 30 年度『細胞検査士有資格者症例鏡検研修会』in 神戸のお知らせ 

・細胞検査士会創立 50 周年記念誌 (製本版) 事前申込みのご案内 

5 月 

・＜会員専用＞平成 30 年度 細胞検査士会 定時総会議案書掲載のお知らせ 

・＜会員専用＞平成 30 年度 役員会資料 第 1 回役員会議案書掲載のお知らせ 

・「日本サイトメトリー技術者認定協議会 技術講習会・認定試験」の案内 

・役員会，都道府県 代表者会議及び細胞検査士会総会のご案内 

6 月 

・2018 年国際細胞検査士資格認定試験（北京・バンコク）のご案内 

・平成 30 年度 地方支援 「細胞検査士養成ワークショップ in 弘前」のお知らせ 

7 月 

・第 76 回細胞検査士教育セミナー（福岡）*受講者募集のお知らせ* 

・Internet cytology 公開 

8 月 

・役員選挙実施と役員選挙管理委員会からのお知らせ 

・平成 30 年度 第 1 回細胞検査士養成ワークショップ (東京) 会場の募集終了のお知らせ 

・選挙管理委員会設置のお知らせ 

・平成 30 年度 第 1 回・第 2 回細胞検査士養成ワークショップのお知らせ 

・ニュース 2020 年日本臨床細胞学会秋期大会_大会長に伊藤会長 決定！！ 

・細胞検査士会創立 50 周年記念誌 (製本版) 申し込み延長のお知らせ 

9 月 

・役員選挙管理委員会からのお知らせ (3) 掲載のお知らせ 

・第 10 回 日・台・韓細胞検査士合同セミナーのお知らせ 

・平成 30 年度 第１回 大阪国際がんセンター細胞診セミナーのお知らせ 

・細胞検査士会創立 50 周年記念誌の申し込み再延長のお知らせ 

・平成 30 年度 第 2 回細胞検査士養成ワークショップ (神戸) 会場の募集終了のお知らせ 

10 月 

・役員選挙管理委員会からのお知らせ (4-6）*会員限定 掲載のお知らせ 

・平成 30 年度第 2 回 細胞検査士会役員会及び都道府県代表者会議のお知らせ 

11 月 

・平成 30 年度 細胞検査士会定時総会議事録と第 1 回役員会議事録 掲載のお知らせ 

・第 1 回・第 2 回 細胞検査士会ワークショップのご案内 

・第 13 回神戸甲状腺診断セミナーのご案内 
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・第 10 回日・台・韓細胞検査士合同セミナー追加のご案内 

・平成 30 年度 第 2 回役員会議案書 掲載のお知らせ 

・50 周年記念誌 販売終了のお知らせ 

・役員選挙管理委員会からのお知らせ 選挙結果 <<速報>>のお知らせ 

・環境省主催「中皮腫の診断精度向上のための講習会」のお知らせ 

12 月 

・選挙管理委員会からのお知らせ (8),(9) – 会長・副会長選挙に関するお知らせ - 

1 月 

・第 1 回・第 2 回 細胞検査士会ワークショップのご案内（会場アクセスを追加掲載） 

・第 17 回子宮内膜細胞診勉強会のお知らせ 

2 月 

・[Internet cytology] 細胞検査士ワークショップの実習症例の解説掲載のお知らせ 

2）各種委員会 

 各委員会 平成 29 年度事業報告と平成 30 年度事業計画を掲載 

庶務委員会及び情報委員会 平成 30 年度中間報告を掲載 

3）会員専用 

・細胞検査士会規則集を更新・平成 30 年度 役員会資料（第 1 回役員会議案書） 

・平成 30 年度細胞検査士会総会資料（細胞検査士会定時総会議案書） 

・平成 29 年度第二回役員会議事録掲載 ・総務委員会 平成 29 年度事業報告 

・経理委員会 平成 29 年度収支決算・庶務委員会 平成 30 年度事業計画 

・細胞検査士会規則集（2019-2020 年度役員選挙実施要綱を更新）     

・2019-2020 年度 役員選挙実施に関するお知らせを掲載 

   選挙管理委員会からのお知らせ 

    ① 役員選挙概要  ② 立候補について 

    ③ 都道府県の細胞検査士会の選挙人（投票者）数について  

    ④ 選挙人（投票者）について ⑤ 被選挙人（候補者）について 

    ⑥ 幹事選開票立会いのご案内 

     2019-2020 年役員選挙_役員（幹事）候補者名簿_HP 掲載 

役員選挙管理委員会からのお知らせ （7）細胞検査士会役員（幹事）選挙結果 

・平成 30 年度 第 2 回役員会議案書 掲載 

・平成 30 年度 細胞検査士会定時総会議事録と第 1 回役員会議事録を掲載 

・選挙管理委員会からのお知らせ  

    会長 副会長候補者名簿，会長_副会長決定  

・平成 30 年度細胞検査士会第 2 回役員会議事録案を掲載 

4）セミナー・ワークショップ 

・平成 30 年度 地方支援「細胞検査士養成ワークショップ in 弘前」 

・第 76 回 細胞検査士教育セミナー（福岡）のお知らせ 

・第 1 回 細胞検査士養成ワークショップ (東京) 会場の募集終了 

・第 10 回日・台・韓細胞検査士合同セミナーのお知らせ 

・平成 30 年度 第 1 回・第 2 回細胞検査士養成ワークショップ 
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・第 10 回日・台・韓細胞検査士合同セミナー追加 

・第 1 回・第 2 回 細胞検査士会ワークショップ 

・第 77 回 細胞検査士ワークショップ（広島） 

・第 1 回・第 2 回 細胞検査士会ワークショップのご案内（会場アクセスを追加掲載） 

5）学術情報 

・平成 30 年度 細胞検査士有資格者 症例鏡検研修会 

・日本サイトメトリー技術者認定協議会 技術講習会・認定試験 

     2018 技術講習会案内，第 21 回認定試験案内 

・環境省主催「中皮腫の診断精度向上のための講習会」 ・第 13 回神戸甲状腺診断セミナー 

6）細胞検査士求人情報の掲載に関して 

 新掲載 76 件，掲載延長 3 件，取り下げ 8 件 

7）Internet cytology 

・LBC 法を用いた検体種別診断セミナー（第 59 回 日本臨床細胞学会総会春期大会） 

 【リンク掲載】 

・唾液腺細胞診報告様式ミラノシステムの解説と実際の報告例【リンク掲載】 

・第 72 回日本臨床細胞学会細胞検査士教育セミナーで実施した細胞検査士教育セミナー・セルフア

セスメントの解説と回答率を掲載 

・第 77 回細胞検査士ワークショップの実習症例の解説掲載 

８）精度保証委員会よりの役員を対象とした「標本作製アンケート」調査依頼の実施サイトの作成に

協力した．実施期間：7 月 3 日～8 月 20 日 

「標本作製アンケート」実施サイト：https://goo.gl/forms/2y8JnADgTd0SOax12 

9）都道府県代表者 ML 

   代表者変更：山口県，徳島県 

  都道府県代表者委員会メーリングリストに委員長を追加（5 月） 

（本 ML の登録構成は，都道府県代表者委員及び会長，副会長，監事，委員長の 67 名となった）10）

情報委員会 2019 度事業の総括 

 2019 年度の活動計画（目標） 

① ctjsc.com（細胞検査士会 HP）CMS システム保守と運用 

② 求人情報掲載の管理 

③ Intercyto.com（インターネットサイトロジーHP）CMS システムの構築 

④ 毎月の HP 更新内容を委員長 ML 及び役員会 ML に報告 

⑤ 委員長会議，役員会会議及び都道府県代表者会議メーリングリストの管理 

結果 

ctjsc.com（細胞検査士会 HP）CMS システム保守と運用 

別紙報告に示す項目を掲載対応した．特に，役員選挙の選挙ニュースに関しては，選挙委員長に確認

し迅速に対応した． 

求人情報掲載の管理 

依頼される掲載項目に記載内容がない場合は，当方からも事例を提示し必ず記載していただくよう

にお願いした． 

Intercyto.com（Internet cytology）CMS システムの構築 
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公開が大幅に遅れ，また症例掲載が不十分であるが 2018 年 7 月に公開した．今後の掲載情報に関

しては，web 担当者が負担とならない運用に切り替えて行く予定である． 

毎月の HP 更新内容を委員長 ML 及び役員会 ML に報告 

例年通り月初めに，先月 HP に掲載した内容（新着情報，各種委員会からの掲載，会員専用への掲載

内容，セミナー・ワークショップと学術情報及び求人情報の掲載数）をお知らせした． 

委員長会議，役員会会議及び都道府県代表者会議メーリングリストの管理 

メーリングリストにおける各会議参加者の登録管理を行った．また施設代表者の交替に関する登録

削除及び新規登録に対応した 

成果 

 平成 27 年 7 月より現在のサーバーに移行し，現ホームページのコンテンツを構築した．現在，迅速

に安定した運用が構築できている．およそ 3 年間かかったが従来公開されていたインターネットサ

イトロジーHP のサーバーの移行と再構築を行い，新しい学習サイトとして Internet cytology を作

成公開した． 

反省 

情報委員会としては，7 名の委員より構成しているが，実質的な更新作業は 3 名が行っている．当

初役割を担当コーナーで設けていたが平均的な運用には繋がらなかった．できれば少人数での運用

が望ましいと考えている． 

9．都道府県細胞検査士会代表者委員会 

1）平成 30 年度都道府県代表者委員会出納簿 

2）2019 年都道府県代表者委員会予算案 

3）平成 30 年度)都道府県代表者委員会業務報告書 

4）平成 30 年度都道府県代表者委員会業務目標・成果報告書 

10．あり方委員会 

1）あり方委員会会議，平成 30 年 5 月，学会事務局 

2）第1回細胞検査士会役員会へ確認・検討事項，平成30年6月 

日本臨床細胞学会における細胞検査士正会員を増やす方策 

① 細胞検査士教育セミナーと細胞検査士ワークショップにおける講師，座長，運営スタッフ 

② 日本臨床細胞学会総会，秋期大会におけるプログラム委員，座長，細胞検査士会要望教育シ 

   ンポジウムなど 

③ 細胞検査士養成所／養成課程における講師における正会員の優位性を確認 

＊細胞検査士教育セミナーと細胞検査士ワークショップにおける受講者に対する正会員優位性の

確保については継続審議となった． 

3）第2回細胞検査士会役員会へ確認・検討事項，平成30年11月 

細胞検査士教育セミナーと細胞検査士ワークショップにおける受講者に対する正会員の優位性を

確保したいと提案した． 

4）あり方委員会の案 

正会員の優先受付：通常の募集より1週間くらい早目に正会員のみの募集受付を行い，定員として

募集人数の1/3くらいを上限とする（900名募集であれば300名くらい）．以後の募集は正会員

／準会員を問わずに募集受付を行う． 

＊役員会の議論にて賛成意見，反対意見の両方があり，採決は行わずに，再度，継続審議 
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成果 

平成 30 年度第 1 回細胞検査士会役員会への確認・検討事項として，日本臨床細胞学会における

細胞検査士正会員を増やす方策を提案した．役員会にて１．細胞検査士教育セミナーと細胞検査

士ワークショップにおける講師，座長，運営スタッフ，２．日本臨床細胞学会総会，秋期大会に

おけるプログラム委員，座長，細胞検査士会要望教育シンポジウムなど，３．細胞検査士養成所

／養成課程における講師における正会員の優位性を確認した．なお，細胞検査士教育セミナーと

細胞検査士ワークショップにおける受講者に対する正会員優位性の確保については継続審議とな

った． 

平成30年度第2回細胞検査士会役員会への確認・検討事項として，継続審議となっていた「細胞

検査士教育セミナーと細胞検査士ワークショップにおける受講者に対する正会員の優位性を確

保」を提出した．あり方委員会の提示した案に対して，賛成意見と反対意見の両方が出たが，今

回は採決を行わずに引き続き継続審議とした． 

反省点 

平成30年度第2回細胞検査士会役員会に，継続審議となっていた「細胞検査士教育セミナーと細

胞検査士ワークショップにおける受講者に対する正会員の優位性を確保」を確認・検討事項とし

て提出した．役員会の審議にて出た反対意見の中に，「正会員が優位性（メリット）を求めてい

る」としたアンケート結果の提示を求める意見が出された．これはあり方委員会が平成28年度に

行った細胞検査士意識調査アンケートの記述式アンケートの中にあるが，記述式の意見数が多

く，結果報告のまとめ方に苦慮している部分でもあった．このアンケート結果を早目に報告でき

なかった事は，あり方委員会の反省点と思われた．今後は記述式アンケート結果の結果報告を早

期に行う方向で活動する予定としている．そして，会員皆様の貴重な御意見をさらにいただい

て，より良い活動方針に反映させていくことを目指している． 

11．精度保証委員会 

1）第75回・76回細胞検査士教育セミナー セルフアセスメント問題作成会議  

 平成30年6月16日（大阪：学術委員会・精度保証委員会） 

2）平成30年度「有資格者症例検鏡研修会」 

 平成30年6月17日（神戸） 参加人数 60名 

3）平成30年度「地方支援 細胞検査士養成ワークショップin弘前」 

 平成30年7月21日・22日（弘前） 参加人数 23名（学生12名）  

4）平成30年度細胞検査士養成ワークショップ問題作成会議 平成30年8月4日（東京） 

5）第75回 細胞検査士教育セミナーの実施協力 平成30年8月25日・26日（横浜） 

 セルフアセスメント（学術委員会・精度保証委員会連携事業） 

６）第 76 回 細胞検査士教育セミナーの実施協力 平成 30 年 9 月 8 日・9 日（福岡） 

 セルフアセスメント（学術委員会・精度保証委員会連携事業） 

７）平成 30 年度 細胞検査士養成ワークショップ 

 平成 30 年 10 月 13 日・14 日（東京） 参加人数 120 名 

８）平成 28 年度 細胞検査士養成ワークショップ 

 平成 30 年 10 月 20 日・21 日（神戸） 参加人数 106 名 

９）セルフアセスメント正解率，解答，説明 UP 内容検討会議，検体作製アンケート分析会議 

平成 30 年 12 月 15 日（大阪） 
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12．がん検診委員会 

1）4 月 Love49 にてアンケートを実施・集計 

2）6 月 2 日～3 日 第 59 回日本臨床細胞学会総会春期大会 

3）子宮の日全国アクション-2018 報告会で発表・パネル展示 

4）9 月 29 日～30 日 第 26 回日本養護教諭教育学会学術集会 

5）がん教育における今後の活動の協力体制を協議 

6）11 月 17 日～18 日 第 57 回日本臨床細胞学会秋期大会，7）パネル展示 

8）業務目標 

① がん検診の受診率の向上 ② がん検診の精度向上 ③ がん教育のサポート 

9）結果・成果 

①がん検診の受診率向上 ・Love49 活動実施 ・一般市民へのアンケートの実施と集計 

            ・子宮の日全国アクション-2018 報告会で発表 

②．がん検診の精度向上 ・HPV 併用検診の最新データをパネル展示 

③ がん教育のサポート  ・日本養護教育学会との連携を協議 

10）反省 

① がん検視の受診率向上：Love49 活動は例年通り全国で実施， 

             アンケート結果から中高生へのがん教育が肝要と思われた 

② がん検診の精度向上：HPV 併用検診の最新データをパネル展示したが， 

           委員会独自のデータを収集するには至らなかった 

③ がん教育のサポート：日本養護教諭教育学会と連携して，がん教育をサポートすることを協議 

           できたことは大きな進展であった 

13．細胞検査士創立 50 周年記念事業委員会 

1）細胞検査士会創立 50 周年記念誌の作成と配布（編集部） 

2017 年 11 月に開催された細胞検査士会創立 50 周年記念事業の一環として，記念誌（製本版お

よび DVD 版）の作成と販売，配送を行った．印刷は株式会社 三和にご協力いただき，総ページ数

は 360 ページを超える大作となった．作成数は，布クロス貼り上製本 1,500 冊， 

ケース入り DVD8,000 枚である．構成，内容は下記のとおり． 

第 1 章 細胞検査士会創立 50 周年を記念して 

第 2 章 目で見る 50 年の歩み 

第 3 章 文で綴る 50 年の歩み 

第４章 細胞検査士会 50 年の歴史と将来の課題 

第 5 章 私と細胞検査士の出会い 

第 6 章 各都道府県 50 年の歩み 

第 7 章 教育活動の歴史  

第 8 章 関連企業 50 年の歩み 

第 9 章 世界で活躍する細胞検査士 

第 10 章 創立 50 周年記念式典 

第 11 章 資料集 

30 周年記念誌をベースとして，その後の 20 年間の細胞検査士会の歩みを多くの写真を盛り込

みながら掲載した．また，細胞診に係わる著名な先生や企業の方々からのご祝辞の他，目で見る 50
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年の歩み，各都道府県における活動の記録，教育活動の歴史など，50 年間の細胞学会，細胞検査

士会の歴史を一望できる内容となった．さらに，細胞検査士が筆頭著者となっている原著論文など

の調査資料も含まれており，試料集としても大変価値あるものとすることができた． 

製本版は 1 冊 1,000 円とし，2018 年 4 月より販売を始め，その後，横浜，福岡で開催され

た細胞検査士教育セミナーでも追加販売を行い，2019 年 11 月 12 日をもって販売を終了し

た．DVD 版については，細胞検査士会報に同封し，細胞検査士全員に無料配布を行った．残った

記念誌（製本版）は，細胞検査士養成所および養成コースのある大学などで細胞検査士を目指す

学生に無料配布した． 

2）総括 

今年度，50周年記念誌（製本版，DVD版）の発刊とともに配布・販売の企画が完了した．これ

をもって50周年記念事業すべての企画を完了することができた．ひとえに日本臨床細胞学会事務

局をはじめ関係者皆様のおかげであり，細胞検査士会役員および50周年記念事業会委員皆様には

多大なご協力を賜り深く感謝申しあげる．細胞検査士会は次の50年に向けて「新たなる飛躍をめ

ざして」いくので，今後も更なるご支援，ご協力をお願いしたい． 
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【2018 年度（平成 30 年度）会計報告】 
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【2018年度（平成30年度）監査報告】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



公益社団法人 日本臨床細胞学会 細胞検査士会             20 

2号議案：2019年度事業計画及び予算書 

2019 年 3 月 

 

細胞検査士会 

2019 年度事業計画及びこれに伴う予算書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本臨床細胞学会 

             細胞検 査士 会会 長  伊 藤 仁 
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1． 2019 年度事業計画 

 

1）本部 

【目的】会員の細胞学的知識の向上，技術の研鑚ならびに，公益社団法人日本臨床細胞学会事業に協

力し，細胞検査士の社会的地位の確立を図ることにより社会への貢献を図る 

【予定・計画】 

① 各委員会事業の計画，実施，進捗の管理 ② 各委員会事業の結果を会員へ報告 

③ 公益社団法人日本臨床細胞学会の動向を会員へ報告 ④ 総会の開催（1 回/年以上）  

⑤ 役員会の開催（2 回/年以上） ⑥ 委員長会議の開催（1 回/年以上） 

⑦ 日台韓細胞検査士合同セミナー開催（協力） 

【会の公益活動について】 

①『子宮の日』の活動をはじめとする会の公益活動において，その活動内容を公益社団法人日本臨  

床細胞学会に報告し理解を求める 

【公益社団法人日本臨床細胞学会事業への協力】 

① 各種委員会会務 ② 細胞検査士教育セミナー ③ 細胞検査士ワークショップ 

④ 学術集会 ⑤ 細胞検査士資格認定試験 ⑥ 細胞検査士養成事業 

 

2）総務委員会 

1．総務委員会 

 委員会業務分担要綱に基づき，当会の円滑な運営に努める 

① 事業計画・予算書の作成と管理 

 「2020 年度事業計画及びこれに伴う予算書」案作成後，2020 年 2 月中に役員会 ML で役員会

決議する 

② 事業報告・決算書の作成と管理 

 「2018 年度（平成 30 年度）事業報告及びこれに伴う収支決算書」を 2020 年度第 1 回役員会

及び細胞検査士会定時総会議案と，「2019 年度事業報告及びこれに伴う収支決算書 案」を作成する 

③ 総会，役員会，委員長会議の議案書作成と管理 

 定時総会，第 1 回と第 2 回役員会議案，委員長会議の議案書作成と配信 

④ 各委員会間の情報伝達と業務調整 

⑤ その他，他の委員会などが所掌せず，役員会が必要と認めた事項 

 

3）経理委員会（本会の会計管理を担当）                                                                                                                                                                                         

① 予算書の作成 ② 各委員会からの会計業務を調整し，学会へ会計の施行を依頼  

③ 収支決算書の作成 ④ 監査を受ける ⑤ 会計に関係する資料を学会へ送付  

⑥ 役員会で予算・決算の報告，説明を行う ⑦ 総会および会報などにて要約した会計報告を行う 

⑧ 備品台帳の作成・保管 

 

4）庶務委員会 

① 各役員･委員委嘱状発送 ② 総会，役員会，委員長会議等の開催・運営  

③ 役員会・各種会議の議事録作成・保管 ④ 公印の使用及び管理 ⑤ 資料の保管 ⑥ 慶弔業務 
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5）規約委員会 

各委員会からの要望を受け，本法人規則類に準じて細胞検査士会規則類の議案作成を行い，役員会，

総会の決議によって定められた規則類を管理する．また各委員会の内規も各委員会とともに管理す

る． 

 

6）渉外委員会 

① 子宮の日の活動：2018Love49 全国プロジェクト 

② 2019 年度細胞検査士会公益広報活動調査（啓発・社会事業と育成・養成事業） 

③ 子宮の日全国アクション-2019 報告会（日本臨床細胞学会総会；東京） 

④ 日本臨床細胞学会総会および秋期大会（6 月，11 月）におけるパネル展示 

⑤ がん患者大集会の会場協力 

⑥ 細胞検査士会ホームページへの Love49 活動関連ページへの取り組み 

 

7）編集委員会 

① 年２回の会報発行を引き続き行っていく． 

② 会報の内容については，継続している記事に加え，新たに専門医に執筆をお願いする．記事につ

いては，編集委員会内で決定していきたい 

 

8）学術委員会 

長期：学術情報の提供の充実と，細胞診用語の適正化 

年度：  

① 細胞学会時，細胞検査士要望教育シンポジウムの企画 

② 細胞学会時，ヤングコミッティーワークショップの計画と実行および支援 

③ 細胞学会時，わからん会の企画 

④ 細胞検査士教育セミナー実施協力，企画およびセルフアセスメント作製協力 

⑤ 細胞検査士生涯教育ワークショップ（2 回/年)  

その他：講師選択には一定の基準を定める（経験年数，評議員，正会員等） 

 

9）国際委員会 

第 11 回日・台・韓細胞検査士合同セミナーを台湾にて開催．予算案はすべて第 11 回日・台・韓細

胞検査士合同セミナーの経費 

 

10）情報委員会 

① ctjsc.com（細胞検査士会 HP）CMS システム保守と運用 

② 求人情報掲載の管理 

③ Intercyto.com（インターネットサイトロジーHP）CMS システムの運用 

④ 毎月の HP 更新内容を委員長 ML 及び役員会 ML に報告 

⑤ 委員長会議，役員会会議及び都道府県代表者会議メーリングリストの管理 
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11）都道府県代表者委員会 

① 2019 年度第 1 回細胞検査士会都道府県代表者会議の開催 

② 2019 年度第 1 回細胞検査士会都道府県代表者委員会 

③ 2019 年度第 2 回細胞検査士会都道府県代表者会議の開催 

④ 2019 年度第 2 回細胞検査士会都道府県代表者委員会 

 

12）あり方委員会 

① 2019 年度あり方委員会会議 

② 日本臨床細胞学会における細胞検査士正会員を増やす方策の検討 

（細胞検査士教育セミナーと細胞検査士ワークショップ受講に関する正会員優位性等を含む） 

③ 細胞検査士正会員を増やす方策の検証と広報活動（方策の周知のためのアンケートなど） 

平成 30 年度第 1 回細胞検査士役員会で確認した 

ⅰ）細胞検査士教育セミナーと細胞検査士ワークショップにおける講師，座長，運営スタッフ 

ⅱ）日本臨床細胞学会総会，秋期大会におけるプログラム委員，座長，細胞検査士会要望教育シンポ

ジウムなど 

ⅲ）細胞検査士養成所／養成課程における講師における正会員の有意性を検証と広報活動 

 

13）精度保証委員会 

①「有資格者症例検鏡研修会 in 香川」 2019 年４月 14 日（日） 60 名予定 

② セミナー セルフアセスメント問題作成予定 

③ 細胞検査士養成ワークショップ開催予定 

   （非収益事業）精度保証会議（総会時），第１回セミナー会議，第２回セミナー会議， 

   （収益事業）養成 WS 第 1 回，養成 WS 第 2 回，基礎 WS 第 1 回，基礎 WS 第 2 回 
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2．2019 年度予算 
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3 号議案：監事の選任 
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Ⅴ．閉会 

 


